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質
問
：「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
」
近
年
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
化

で
す
。
自
動
化
を
行
う
た
め
に
重
要

な
の
が
G
P
S
の
測
位
シ
ス
テ
ム
で

す
。
固
定
基
地
局
を
併
用
す
る
と
誤

差
を
3
セ
ン
チ
程
度
、
さ
ら
に
補
助

局
を
併
用
す
る
と
2
ミ
リ
程
度
ま
で

補
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

高
い
精
度
が
あ
れ
ば
各
種
農
作
業
に

も
相
当
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

農
業
人
口
が
減
少
す
る
中
、
人
手
不

足
を
補
う
こ
と
に
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
、
中

で
も
自
動
化
を
市
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
取
り
進
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

市
の
現
在
の
取
組
、
ま
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
先
端
技

術
を
活
用
す
る
農
業
で
あ
り
、
労
働

力
不
足
の
解
消
な
ど
が
望
め
る
次
世

代
型
の
技
術
で
あ
り
ま
す
。
本
市
独

自
の
取
組
に
は
現
在
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
関
連
情
報
の
収
集
に
努
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
国
庫
補
助
事
業
な

ど
を
P
R
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
さ
ら
な
る
情
報
収
集
に
努
め
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
時
要
配

慮
者
支
援
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

定
に
よ
り
、
災
害
時
の
避
難
に
特
に

支
援
を
要
す
る
方
の
名
簿
の
作
成
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
同
意
を
得

ら
れ
た
方
の
個
別
計
画
を
作
成
し
、

消
防
、
警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
治
会
長
、

見
守
り
隊
等
の
避
難
支
援
関
係
者
に

あ
ら
か
じ
め
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

で
平
常
時
か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者

の
見
守
り
体
制
の
整
備
に
努
め
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
避
難
支
援

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
は
要
介
護
1
以
上
の
方
、
身
障

者
1
、
2
級
の
方
、
療
育
手
帳
A
1
、

A
2
の
方
、
精
神
障
害
者
手
帳
1
級

の
方
、
そ
の
他　

歳
以
上
の
一
人
暮

75

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
要
配
慮
者
支
援
計
画
の
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
同
意
さ
れ
な
い
方
は
避
難
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
の
と
避
難
支
援

者
が
見
つ
か
ら
な
い
方
へ
の
対
応
が

課
題
で
す
。
ま
た
、
個
別
計
画
が
作

成
さ
れ
た
名
簿
は
対
象
者
の　

・
3

10

％
と
い
う
状
況
で
本
年
か
ら
要
支
援

者
シ
ス
テ
ム
を
定
期
的
に
更
新
し
、

今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
を
図
り
、
市
民
の
認
知
度
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一般質問 I
C
T
の
推
進
に

つ
い
て

要
配
慮
者
の
逃
げ
遅
れ

防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て


